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令和3年度　第2A1志003号　道路メンテナンス事業

無名橋49　橋梁修繕工事

【無名橋49(市道越賀御座2号線,志摩市志摩町,越賀地内)】
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鉄筋コンクリート床版

アスファルト舗装(オーバーレイ)

床版断面修復工

溶接金網設置工

水切り設置工

石積補修工

石積補修工

床版断面修復工

溶接金網設置工

水切り設置工

水切り設置工水切り設置工

床版断面修復工

溶接金網設置工

石積補修工

無収縮モルタル充填工

石積補修工

W20×L1500×H350

A1 A2
阿

津
里

川A1 A2

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

　　 3)：各種修復においては、橋梁上に建設機械等の重量物の設置をともなう施工は行わないこと。

　　 　　また、これによりがたい場合は別途監督員と協議すること。
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修繕工詳細図
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断面修復工詳細図

【無名橋49(市道越賀御座2号線,志摩市志摩町,越賀地内)】
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溶接金網設置工詳細図
S=1:6橋軸方向断面

溶接金網設置工

令和3年度　第2A1志003号　道路メンテナンス事業

無名橋49　橋梁修繕工事
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床版断面修復工

丸線鉄筋溶接金網φ4.0 100×100
鉄筋金網設置工

B2950×L3150
はつり厚さ  5cm

仕上げ厚さ  7cm

B2850×L3150

床版(側面)

B100×L250×H50

断面修復工 2

床版(側面)

B100×L250×H50

断面修復工 3

床版(側面)

B50×L3150×H50

断面修復工 1

接着剤（ボンドエフレックス相当品）

水切り（水切りアイドリップ相当品）

コンクリートはつり取り

鉄筋防錆処理

ポリマーセメント系モルタル

カッター工

断面修復材

B2850×L3150

φ4.0 100×100
丸鉄線溶接金網

結束

コンクリートアンカー　M8用 

丸鉄線溶接金網φ4.0 100×100

N=49本、削孔(φ12.5×38)

粗面仕上げ

断面修復材　　　 

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝト系ﾓﾙﾀﾙ

D10×60
(SD345)

B2850×L3150

既設鉄筋

(配力筋φ12)

既設床版下面

既設鉄筋

(主鉄筋φ16)

A1A2

阿
津

里
川

A1 A2

※ 断面修復については修復箇所の周囲にコンクリートカッターを使用すること。

　 なお、コンクリートカッター使用時に鉄筋を切断しないようにすること。

※ 断面損傷部の修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

※ 鉄筋防錆処理について

 　カップワイヤー等で十分に鉄筋をケレンした後、水洗いを行い下地及び鉄筋を清掃する。

 　防錆材は鉄筋に均一に塗布する。

 　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

注記 1)：各種修復においては、施工前に詳細調査を行い、施工位置・寸法を確認すること。

 　　　　施工位置・寸法が現状と不適合と判断される場合においては、別途監督員と協議をすること。

　　 2)：各種修復においては、既設鉄筋を切断しないようにすること。

　　 3)：各種修復においては、橋梁上に建設機械等の重量物の設置をともなう施工は行わないこと。

　　 　　また、これによりがたい場合は別途監督員と協議すること。

A1 A2

阿
津

里
川

※アンカーは、丸鉄線溶接金網だけでなく、既設鉄筋(橋軸方向)にも出来る限り結束すること。

作業手順

1) 劣化部を除去する。

2) アンカーを設置する。

3)

劣化部の断面修復を行う。(既設鉄筋下面まで)4)

残りの劣化部の断面修復を行う。6)

既設鉄筋の防錆処理を行う。

剥落防止用に丸鉄線溶接金網を設置する。5)
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【無名橋49(市道越賀御座2号線,志摩市志摩町,越賀地内)】

令和3年度　第2A1志003号　道路メンテナンス事業

無名橋49　橋梁修繕工事
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